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３年生 修学旅行 5 月 14 日～16 日 

南都・京都で咲かせよう 

学びの花・笑顔の花   
「3 年生の修学旅行のスローガンは『咲』です。このスローガンには今まで頑張

ってきた時間意識や協力が、当日しっかりできるように、今まで育ててきた蕾たち

が咲くようにという思いがこもっています。そして、もう一つ、一つ上の先輩方の

スローガンが「花」だったことから、その花を咲かせて、去年よりもよいものにし

ていこうという思いが込められています。たくさん準備をしてくださった先生方や

仲間に貢献できるように、みんなで支え合って、笑顔あふれる修学旅行にしていき

ましょう。」と実行委員長が修学旅行説明会で話してくれたとおり、本校の３年生

がみんなで支え合い、笑顔あふれる修学旅行となりました。 

〇妙心寺八方睨みの龍の下で座禅をしました。心を鎮めて自分と向き合えまし

た。座禅体験を通して今のなまけている自分を改め、自分を見つめ直すことがで

きました。警策（きょうさく）で背中を叩いていただくことによってピュアな心

へ変化しました！！静かな情景で心を鎮める日を作りたいです。（3 年生） 

〇修学旅行の 3 日間を通して、思い出も作れたし、自分自身も成長できたと思い

ました。この修学旅行で学んだことをこれからの日常生活に生かせるようにした

いです。最高の３日間をありがとうございました。（３年生） 

〇修学旅行で特に成長したことは、情報を伝え合う

スキルと時間管理をする力だ。当たり前のことすら

できていなかったことに気付くことができた。ま

た、普段触れることのできない日本の文化に触れら

れたのはとても貴重な体験でよかった。修学旅行の

ことは一生忘れられない思い出になると思う。様々

な準備をしてくれた人に、本当に感謝したい。（３年生） 

富士川の新幹線鉄橋東側での有志保護者の皆様、  
温かいお見送りをありがとうございました。  

Don’t think.  Feel.. 
 

 



２年生 林間学校 5 月 13～14 日 津原キャンプ場 

心を一つに～Smile Happy Memory～ 

「行事での成長」 

今年の林間学校の学年スローガンは、「心を一つに ～

Smile  Happy  Memory ～ 」 と 決 ま り ま し た 。 学 年

256 人での林間学校は、まとまらないで怒られるのかな

と思っていたけれど、全員がスローガンを意識して行動し

たことで、先生たちが大きな声を出さず、２日間を過ごせ

たのだと思います。このスローガンを林間学校のときのも

のだけにしないで、これからも心を一つにして生活したいです。（２年生） 

「楽しんだスタンツ」 

林間学校での一番の思い出はスタンツです。自分たちのクラスでは TikTok メドレーを

やりました。事前にたくさん練習してよかったなと思いました、先生たちのスタンツの気

志團の「ワンナイトカーニバル」も面白くてかっこよかったです。どのクラスのスタンツ

も場を盛り上げることができていてすごくいいなと思いました。全員ダンスも楽しくでき

てよい思い出になりました。スタンツを学年全員で楽しんだことは一生の思い出だから一

生忘れません、そして、スタンツでもクラスの仲が深まったと思いました。（２年生） 

１年生 自然教室 5 月 14 日 丸火少年自然の家 

友情芽生えて仲間と HAPPY 
強く心に残ったことは二つあります、一つは防災講話のことで

す。静岡県内には必ず溶岩が流れてくると言われたので、改めて対

策が必要だと思ったからです。二点目は、南小出身の子たちと協力

したり、遊んだりして、絆を深められたことです。これからの 1 年

●組がよりよくなるように頑張りたいです。アドバイスをくれた先

生や分からないことを教えてくれた友達に感謝です。自然がいっぱいの丸火で学べたこと

をこれからも生かしていこうと思います。本当にありがとうございました。（１年生） 

 

５月。さわやかな初夏の風が、みずみずしい南中生の心と体を通り抜けていきま

した。妙心寺での座禅体験では、お坊さんから「警策に叩かれる見本となってくれ

る人はいませんか？」と呼びかけられたとき、３年１組の■■■■さんが進んで挙

手しました。やってみようという気持ちがすばらしかったです。 

６月。ロゼシアターでの招待コンサートでは、指揮者体験をやってみようという

人がたくさん挙手しました。本校の生徒が一人、選ばれて、指揮に挑戦しました。 

「やさしく生きる」ためのヒントは、①ありのままを認めよう ②ありがとう 

感謝しよう ③挑戦しよう やってみよう ④前を向く 半歩でもいいから進もう 

です。自分の体の中にある可能性（たね）は「やってみよう」と挑戦していくこと

によって引き出され、たねから芽が出てきます。学校は、自分を磨くために、挑戦

しようとする生徒がたくさん生まれるように、これからも応援していきます。 
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